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	「内部統制システムの基本方針 」の一部改定に関するお知らせ
	当社は、2021年5月10日開催の取締役会において、「内部統制システムの基本方針」 を下記のとおり一部改定することを決議いたしましたので、お知らせいたします。
	（変更箇所は下線で示しております。）
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